










要約:小児が不治の病に罹り、死に直面しながら生きて行かなければならない状況に置か

れるとき、家族とのかかわりは極めて大切である。その場合、親たちがどのような死生観

をもっているかによって、こどもとのかかわりの内容は異なったものとなってくる。ここ

では、親たちの死生観を把握するために、死をめぐる日本人の宗教的感性と、西洋人の死

生観のもととなっている復活について考察してみたい。日本においては様々な宗教があり、

それ死に対する基本的な理解も多様なものである。死に関して日本人の置かれている状況

は複雑なものである。


